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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

三遠南信地域の中学生たちにとって、本事業は、他の地域のことを知り、理解を深めるとともに、自分たちの住む地域について改

めて考えるきっかけともなっている。

改革改善

の考え方

①問題

点

平成26年度は飯田市が会場になることから、その対応をどのように行うか。

②改革

提案

平成25年度は、前回の計画を元に、生徒が自主的に取り組めるようなプログラムの策定について検討する。

総事業費①+② 655 482 586

人件費計（千円）② 179 179

485

正規職員所要時間 50 50

臨時職員所要時間

一般財源 476 482 407

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 476 482 407 485

25年度予算額 特定財源内訳、補足

485

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　豊橋市にて中学生三遠南信交流会の開催

（１）飯田市の参加生徒を対象に事前オリエンテーションの実施

（２）交流会開催（意見交換会、市内施設見学)

参加生徒数 137人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

浜松・豊橋・飯田の三市中学生交流会を実施し、地域の未来を創造していく子どもたちのまちづくりへの意識を深め、将来三市の地域間連

携の中核となって活躍する人材の育成を図る。

【参考】浜松・豊橋・飯田の三市は秋葉街道・天竜川の水運や飯田線を通じて古くから人的・物的交流があった。戦後は天龍奥三河国定公

園の指定を受け、自然・電源・農業・工業など総合的な開発が進められ、現在ではトライアングル構想のもと文化的・教育的な交流が重視さ

れてきている。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

137 137 137

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

交流会の参加人数 137

28年度見込み

交流会参加校 9

意図（どういう状態

にするか）

三遠南信交流を推進する人材を育成する。

向上させたい上位施

策の成果指標

都市間交流に参加している市民の割合

（三遠南信・中京圏）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 三遠南信地域の中学生

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 82 三遠南信・中京圏の連携推進

基本計画上

の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

課等名 学校教育課 係等名 学務係

事業種別 政策 開始 11 終了

事務事業名

会計 一般会計

三遠南信中学生交流事業

82 事業№ 46 54平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 8 施策№


